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日　時: ９月23日(金･祝)
場　所:新城市方面
参加者:14名（名古屋支部９名、尾張支部２名、知多支部１名、西三河支部１名、東三河支部１名）
講　師：西村　拓真氏（鳳来寺山自然科学博物館学芸員）
当初９月19日(月･祝)に予定されていたこの企画は参加予定者26名でしたが、台風14号の影響で急遽延期されました。しかしこの日も台風15号が近づいており、終始小雨が降る中傘をさしての観察会となりました。
9：30豊川駅前のロータリーに集合、バス内で講師の西村さんから「そもそも中央構造線とは？」というお話がありました。中央構造線とは諏訪湖から南へ進み、紀伊半島の紀ノ川・四国の吉野川へと続く日本一の大断層で、西日本を北側（内帯）と南側（外帯）に分ける断層帯です。愛知県東部を流れる豊川は、この構造線に沿って流れています。
内帯の岩石は領家変成帯と言われ、花崗岩のように高温で低圧の条件で作られた岩石が存在します。外帯の岩石は三波川変成帯と言われ温度は高くないが高圧の条件で作られた岩石が産出します。日本列島がまだアジア大陸の東端に貼りついていた2,500万年前から、この構造線は何度も活動をしてきたようです。
この日は以下の地点で露頭を見学しました。

桜渕公園…新城市民の憩いの里、桜の名所のこの公園も、中央構造線によって豊川が流れることで成立しているようです。笠岩橋から、地層の様子を眺めました。
長篠露頭…三波川変成帯の結晶片岩の上に領家帯の花こう岩を源岩とするマイロナイト（圧砕岩）がかぶさる露頭を観察しました。
向林露頭…大井川の付け替え工事中に見つかった断層面。河川の保全のため自然植生に任せており、この地層面のレプリカが鳳来寺山自然科学博物館に展示してありました。
富栄露頭…三波川変成帯の上に、領家変成帯を覆う第三期中新世の砂岩が露出しています。
　※ここで奇跡が起きました。豊川駅ロータリーで集合の時姿の見えなかったⅯさんがひょっこり現れたのです。何でも金山駅で乗り遅れたので、事前にもらっていた行程表によって追いかけてきたというのです。参加者一同ビックリ！
鳳来寺山自然科学博物館…各自持参のお弁当で昼食。その後西村さんの案内で博物館を見学しました。戦後すぐに地元有志によってスタートしたというこの博物館、地域の地質・植物・動物などの資料が満載です。
陸平露頭と不ッ田の七滝…オーバーハングして見える領家帯のマイロナイト、三波川変成帯は結晶片岩が見えます。両者の境付近には珪質片岩の塊が見られました。
17時少し前、予定より数十分遅れで豊川駅前で解散しました。中にはお稲荷さんや大あんまきのお土産を買う人も。
実はこの後が大変でした。台風の影響で東海道本線は間引き運転、減速走行…　皆さん無事に帰宅できたでしょうか。
天気には翻弄されましたが、実際の露頭見学ができて充実した一日でした。

鳳来寺山自然科学博物館
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